スポット原稿例　　　　大阪府委員会選挙宣伝部　　　　　　　　　　　　　２０１７年１２月７日
　みなさんこんにちは、日本共産党です。この場をお借りして訴えをさせていただきます。しばらくのご協力お願い申し上げます。
　みなさん、経済の立て直しは、待ったなしです。日本共産党は、「１％の富裕層や大企業のための政治ではなく、９９％の国民のための政治」の実現にがんばります。

　社会保障をめぐって、安倍政権は、７５歳以上の窓口負担を２割へ引き上げ、「要介護１・２」の在宅サービスを保険給付から外すなど、大改悪をおし進めようとしています。日本共産党は、社会保障の大改悪を許さず、拡充を求める共同のたたかいに全力を尽くします。
　安倍政権は、２０１９年１０月の消費税１０％増税に突き進もうとしています。大増税は、消費不況を一層深刻にし、格差と貧困に追い打ちをかけます。日本共産党は、「富裕層・大企業に応分の負担を」求めて、消費税１０％を中止させるために全力をあげます。
　安倍政権は、残業代ゼロと過労死水準の働かせ方を進めようとしています。日本共産党は、「８時間働けばふつうに暮らせる社会」を掲げ、本物の働き方改革の実現を求めてがんばります。
　みなさん、北朝鮮が、核実験と弾道ミサイル発射を繰り返していることは、重大な脅威です。日本共産党は北朝鮮を、厳しく糾弾し、これ以上の軍事的挑発を中止し、核ミサイル開発を放棄することを求めます。

　戦争は絶対に避けなければいけません。戦争の危機を打開する確かな道は、国際社会が結束し、経済制裁の強化と一体に、対話による平和的解決をはかることです。安倍首相は「対話のための対話は意味が無い」と、アメリカによる先制的な軍事力行使を支持し、安保法制の発動へ日米共同演習をエスカレートさせるなど、二重三重に戦争への危機を高めています。日本共産党は、安倍首相のこうした対応を改めることを強く求め、危機の打開と問題解決のために引き続き力を尽くします。
　今、安倍政権は、野党の追及から逃げようする姿勢が際立っています。野党が求めた臨時国会を拒否し、疑惑隠しの冒頭解散。総選挙後の特別国会では、野党の質問時間を削減するという議会制民主主義を踏みにじる暴挙に出ました。国会質疑では、逃げの答弁に終始し、まともに議論を行おうとしていません。日本共産党は、国民の切実な要求実現のために、安倍暴走政治と対決し、市民と野党の共闘で国民の暮らし、福祉、財産、平和を守るために全力を尽くします。
　みなさん、国会論戦をつうじて、森友・加計学園で首相への疑惑はいっそう深まりました。森友疑惑では、８億円値引きの根拠が崩れ、わが党のたつみコータロー参議院議員追及で、財務省が森友学園に値引き売却を提案し、「口裏合わせ」を行っていたことを認めました。加計疑惑でも、わが党の追及で、「加計ありき」「加計隠し」ですすめられてきた異常な事実が明らかになりました。この問題は、時の権力者によって行政がゆがめられ、国政が私物化されたという疑惑であり、絶対にあいまいにすることはできません。わが党は、安倍昭恵氏、加計孝太郎氏をはじめ関係者を国会に呼び、真相の徹底究明をはかるために全力をつくします。

　みなさん、安倍首相は、憲法９条を変えると言い、来年の通常国会に改憲案を提出し、国民投票に持ち込もうとしています。安倍首相は、「戦争をしない」「戦力をもたない」という９条１項、２項は残して、自衛隊を書き込むだけだから、何も変わらないと言います。これはゴマカシです。憲法９条に自衛隊を明記すれば、９条２項の効力はなくなり、海外での武力行使が無制限に広がります。災害派遣などで大きな貢献をしてきた自衛隊を、殺し殺される戦争に巻き込むことになります。
　国民のみなさんに心から呼びかけます。憲法９条は、日本の宝、世界の宝です。この憲法があるからこそ、日本は戦後一度も戦争をしていません。今こそ政治的立場の違い、思想・信条の違いを超えて、安倍首相が狙う憲法９条改憲にノーの声をあげ、改憲の発議をやめさせましょう。９条改憲ノー署名にご協力お願いします。

　みなさん、維新の会は、安倍政権と二人三脚でカジノを推進し、共謀罪や介護保険法改悪を強行しました。森友問題では、府議会の百条委員会設置に反対し疑惑解明に背を向けました。憲法９条改悪を主張し、自民党との連立を口にする安倍政権の応援団です。
　みなさん日本共産党は、安倍自公政権と維新の会の、悪政・改憲連合を少数派に追い込むために、野党と市民の共闘をさらに強めていきます。立憲野党で共同し、共謀罪法の廃止やカジノ法廃止法案の提出、社会保障の向上と充実を求める申し入れなど安倍政権に行いました。最後に、国政の問題、暮らしの問題、野党と市民の共闘の前進などを、他の新聞にはない角度から報道する「しんぶん赤旗」と大阪民主新報のご購読をお願いしてこの場をお借りしての訴えとさせていただきます。ご協力、ありがとうございました。　　　　　　以上
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